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1．はじめに

1-1．概　況

　2022年度のわが国経済は，コロナ禍からの社会経

済活動の正常化が進みつつある中，緩やかな持ち直

しが続いています。その一方で，世界的なエネル

ギー・食料価格の高騰や欧米各国の金融引締め等に

よる世界的な景気後退懸念など，わが国経済を取り巻

く環境は厳しさが増しています。

　こうした中，政府は，景気の下振れリスクに先手を

打ち，わが国経済を民間主導の持続的な成長経路に

乗せていくため，「物価高・円安への対応」，「構造

的な賃上げ」，「成長のための投資と改革」を重点とす

る「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対

策」を策定し，その裏付けとなる2022年度第2次補正

予算を編成しました。こうした下で，実質成長率は

1.2％となりました。

　セメント関連項目をみると，公共投資は伸び率▲

2.6％，民間住宅投資は同▲4.4％，民間設備投資は同

3.0％と見込まれました（内閣府 2023年5月17日公表）。

　

1-2．セメント需給（図1,表1）

　（1） 国内需要

　2022年度のセメント国内需要は3,728万ｔ，前年と

比較すると60万ｔ減，前年比98.4％となり，4年連続マ

イナスとなりました。前年プラスとなった地区は，関東

二区，近畿，九州です。コロナ禍からの回復の動きも
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見られ，概して都市再開発事業や道路整備事業など

が寄与しました。一方，他の地区では工期の長期

化，建設労働者の人手不足など弱含みで推移したこ

とから，前年マイナスとなりました。このうち輸入は1.6

万t，前年比151.4％，シェア0.0％となりました。全量

韓国からのものです。

　全体的な背景として，官需についてはマイナスとなり

ました。2022年度国の公共事業当初予算は補正予算

と合わせて金額ベースでは減額されました。労務費や

建設資材コストが急騰し，金額当たりのセメント使用量

（セメント原単位）が減少したことからマイナスとなりまし

た。一方，民需は前年並みとなりました。設備投資は

倉庫，流通施設に加え，半導体関連など工場への投

資が堅調，首都圏の再開発工事も本格したことからわ

ずかにプラスとなりました。住宅投資は建設コスト増加

や住宅ローン金利の上昇に対する懸念からわずかにマ

イナスとなりました。

　（2） 輸　出

　2022年度の輸出は814万t，前年比70.9％となりまし

た。1,000万t台を8年ぶりに割り込みました。仕向地

はアジア向けが493万t，同62.3％と全体の60.5％を占

めました。主要な輸出先で，エネルギー価格高騰によ

る原価高の影響から，近隣輸出競合国との競争が激

化し，シンガポールは193万t，同72.3％とマイナスとな

りました。中国は27万t，同15.8％，香港は117万t，

同71.0％と軒並みマイナスとなりました。一方，オースト

ラリアは208万ｔ，同112.3％とプラスとなりました。

2．今後の展望

　（1） 2023年度セメント需要見通し

　2023年度の国内需要は3,800万t，前年比101.9％

と見通しました。官需については，国の公共事業予算

は当初と補正（防災・減災，国土強靭化のための5

か年加速化対策）の予算で，それぞれ前年度と同水

準確保されていること，低下傾向にあった予算執行率

は下げ止まりの動きが見られます。一方で労務費や建

設資材価格の上昇も懸念されることから，前年並みと

想定されます。民需については，住宅投資において

新設住宅着工戸数は建設コストと住宅ローン金利のさ

らなる上昇懸念から，やや減少すると予想されます。

設備投資は都市部の再開発工事が継続し，事務所は

前年を上回り，店舗，工場，倉庫も高水準を維持す

ると予想されることから，前年を上回ると想定されます。 

　同輸出は700万t，前年比86.0％と見通しました。

引き続き世界情勢の不安定要素が多い中，エネル

ギー価格の変動が続くことが予想され，減少するもの

と想定されます。

　（2） 中期的なセメント需要見通し

　都市開発事業，地方での防災，減災対策などが継

続されることや，2025年大阪万博開催の関連工事，

インバウンド需要の回復による宿泊施設需要，リニア中

央新幹線工事の沿線地域での直接・間接投資が期

待されることから，中期的には一定水準の需要は維持

するものと期待されます。一方で人手不足や働き方改

革推進による工期の長期化や，労務費，資材価格の

上昇などのマイナス要因も懸念されます。
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